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31）金井「偶感」『神川』第 100 号、1936 年 1 月 1
日、第九面。 




































紀要』第 34 巻第 2 号、pp.68-71 で指摘したよ
うに、『霊肉調和と言ふ意義に就て』は、「八畳」
の「書斎」から産み出された20代末の著作であ
り、30 代以降の「実践」（児童自由画運動、農
民美術運動、自由大学運動、神川産業組合の課
題解決など）のための準備期間に執筆された〈教
養のある状態〉を示す論考である、とみて間違
いない。 
